
 

 

 

 

１０月１０日は「目の愛護デー」と言われています。みなさんがものを見るときは「目」で見ますが、ものの見え方

に関わっているのは目だけではありません。目から得た情報は、眼球の奥にある視神経を通って脳に送られ、脳で

処理されて初めて色や形、文字など意味のあるものとして「見る」ことができます。体の仕組みは不思議ですね。 
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羽咋市立羽咋中学校 
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眼球は、カメラのような構造をしています。ものに光が反射すると、目はそれを色や形といった情報を

して取り入れます。カメラのレンズが黒目の部分で、フィルムにあたるのが目の奥にある網膜。本来は、

目の中に入った光の情報は網膜の上で像を結びます。しかし、近視の人は、眼球が楕円形に伸びてしま

っています。この場合、網膜の手前で像が結ばれるため、ピントが合わない状態になるのです。 

「遺伝」と「環境」の両方が関係しています。ただ、近年近視の人が増えているのは、

環境（生活スタイル）による影響が大きいと言われています。スマホなどの使いすぎで

近くを見ることに一生懸命目の筋肉を使っていると、成長途中の目は眼球を変形させてピ

ントを合わせるのを手伝おうとして、結果的に近視になってしまうのです。 

じつは、近視は万病のもと。近視が強くなると失明原因１位の「緑内障」になりやすく

なったり、治療法のない「病的近視」に進んだりすることもあります。現代ではたくさん

の人が近視になっていますが、「矯正して見えればいい」では済まないものもあるのです。 

ほんとはちょっと怖い！？近視の話… 
「なんだか前より見えにくくなった」という人、最近多いのではないでしょうか。中学生で近視の人は、なんと約６０％

と言われています。羽咋中学校では、春の定期健康診断で約５６.４％の人が裸眼視力１.０未満（Ａ未満）でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

○視力検査・・・１０月中の体育の時間に実施    めがねがある人は必ず持ってくること！  

   ★１学期未受診の人や視力が急に低下した人は、「お知らせ」をもらったら必ず受診をお願いします。 

○尿検査（一次検査）・・・１０月９日（木） 

健康診断について 


